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新経済圏・中央アジアに向けて、躍進するトルコ
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首都・イスタンブールが東京やマドリードとともに、２０２０年夏季オリンピックの招致合
戦を繰り広げたことで記憶に新しいトルコ。旺盛な個人消費を背景に経済成長を続ける半面、
堅調な内需で輸入が輸出より多いこともあり、経常赤字が課題となっています。

このためトルコ政府は輸出産業の育成を目指しており、投資優遇策をテコにした海外製造業
の誘致に積極的に取り組んでいます。これにより、輸出全体の約４割を占める最大の貿易相手
であるＥＵへさらなる輸出拡大が期待されています。

また、新たな経済圏として注目される中央アジアへのハブ拠点としても、存在感を強めてい
ます。ダイキン工業のトルコ法人は、マンション建設が好調なトルクメン地域へのエアコン出
荷が急増しており、２０１２年の輸出額４,５００万ユーロのうち、中央アジアやカフカス向け
が２割を占めました。

タジキスタンを除く中央アジア４ヵ国 * ではトルコ語系の言葉が使われているなど、民族的
なつながりもあり、今後も経済関係の強化が進みそうです。トルコを取り巻く欧州、中東、中
央アジア、北アフリカの市場規模は全体で約１２億人にも及ぶことから、トルコの輸出拡大へ
の期待は大きく、トルコ政府では「共和国１００周年祭」の２０２３年までに５,０００億米ド
ルの輸出高を目標に掲げています。

トルコの輸出額と経常収支の推移 広がるトルコの貿易網

（出所）トルコ中央銀行 （出所）トルコ統計局

＊｢成長国｣とは、ゴールドマン・サックスが提唱する今後世界経済の成長を牽引するであろう8ヵ国(ブラジル、ロシア、
インド、中国、韓国、トルコ、メキシコ、インドネシア)を指す。

*トルクメニスタン、カザフスタン、ウズベキスタン、キルギス
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